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ｆ．I know you like it.
ｇ．There are some dogs outside.
（1a）は子音-ng の発音が問題である。singer の-ng を［ŋ］と読めず、［ng］と読んでしまい、結局












人は like itの部分を「ライク イット」［laik it］と読み、「ライキット」［lai kit］と読むことができない。










⑵ ａ．The（firm/farm）is in a big（firm/farm）.
ｂ．The（load/lord）wanted the servant to carry that heavy（load/lord）.
日本人は firmも farmも同じように *[fa:mu］と発音することから、（2a）を聞いた人には主語が「会社」
（firm）なのか「農場」（farm）なのか判別できなくなり、これがもとで文全体の解釈が困難になる。同
様のことが bigの後ろの firm/farmについても言える。（2b）についても状況は同じで、loadも lordも日
本人は *[lo:do］と発音することから、この主語を loadと解釈した人は混乱を生じてしまう。この他にも











⑷ ａ．*Who is that doctor?↗
ｂ．*Is he a doctor?↘
（4a）のようにWh-Question の語末を上げて発音する学生が最近多くなった。反復疑問でもない限りこの






























































⑹ /i:/ 唇を思い切り横に張り、かつ下あごを後ろに引く。 feel meet
/i/ 唇をやや横に張り、「エ」の口の形で「イ」と言う。 hill sit
/a/ 口を大きく開き、舌を後方に引き、喉の奥から「ア」と言う。 body problem
/æ/ 唇をやや横に開き、「ア」と「エ」を同時に言う。 angry cap
/ʌ/ 親指を縦にして前歯で軽く噛む。舌は後ろに引く。 butter touch
/ə/ 口を自然に少し開く。唇には力を入れない。 April famous
/ə:(r)/ 舌先を後ろに丸め、唇と舌に力を入れる。 early first
/ɔ:/ カラスの鳴き声の「カー」で「オ」を言う。唇は朝顔の形。 ball autumn
/u:/ 唇に力を入れて、すぼめる。口笛を吹くような口の形。 group soon







⑺ /f,v/「フ、ブ」 /,ð/ 「ス、ズ」 /ʒ/「ジ」
⑺に挙げた英語の子音の発音指導においても、⑹と同様に言葉による説明が有効である。
⑻ /f,v/ 摩擦音 上の歯で下唇の内側を軽く押さえる。 full vase
/,ð/ 摩擦音 舌先を軽く噛み、外から舌先が少し見える程度にする。 think this
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⑼ ａ．１対多 綴り字 aの読み方
cake［ei］ bat［æ］ father［a:］ swan［a］ all［ɔ］ many［ɛ］
care［e］ village［i］ about［ə］
ｂ．多対１ ［u:］がもつ綴り字










Rule 3 -mb/-mn/-gn/-bt/-ght → ［m］/［n］/［n］/［t］/［t］
bomb autumn sign doubt caught
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Rule 7 ow→［au］ frown au→［ou］ launch
Rule 13 w + ar→［wɔ:r］ war w + or→［wə:r］ work
Rule 18 アクセントのない a/e/i/o/u/ou/ai→［ə］
















⑾ null *[nulu］ trait *[toraito］ work *[wo:ku］ most *[mo:suto］











⑿ Rule 5 u→［ʌ］ null
Rule 6 o→［ou］ most
Rule 7 ai→［ei］ trait ow→［au］ allow
Rule 13 wor→［wə:r］ work
Rule 18 a→［ə］ ago o→［ə］ pilot





⒀ sing *[ʃiNgu］ gnaw *[guno:］ soften *[soΦutN］ runner *[laNna:］
singという短い単語においてもローマ字読みは２つ含まれる。まず、siを「シ」（＝[ʃ］）、ngを［Ngu］
と読むのがそれである。語頭の連続子音を含む gnawは日本人には馴染みがないため、gと nの間に母音






⒁ Rule 1 子音字の fは規則的な発音を表す。
Rule 3 ng→［ŋ］ sing gn→［n］ gnaw
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⒅ Good morning, everyone. How are you?






ただけではわからない。［æ］を選べば Yes, maʼam.になり、［ʌ］を選べば Yes, mom.になる。ちなみに
フォニックスでは英語の綴り字を見て発音を決めるのでこのような問題は生じない。maʼamに対しては
規則（19a）が正しい発音を導き、momに対しては規則（19b）が正しい発音を導く。
⒆ ａ．a → ［æ］ 竹林（1998）Rule 5
ｂ．o → ［ʌ］ 松香（2009）おまけのルール
カタカナ表記の第２の問題は、学習者が本来存在しない母音を単語の中に挿入してしまうことにある。
たとえば「ウッド」と書いてあれば「ド」を［do］と発音するのは日本人にとって自然であるが、この













ければならない。たとえば、『Sunshine教科書ガイド』には sinceや tooth が「スィンス」、「トゥース」
のように表記されているが、「スィ」や「トゥ」といった音を実際にどう発音したらよいのかよくわから























































K o→［a］/ ___ + 子音 # （#は語境界を示す）
この規則は綴り字 o の後ろに語末の子音がある場合、その oを［a］と読みなさいという規則である。こ
の規則によって dock, drop, stopの oが正しく［a］と発音されることになるが、一方で、son, ton, won な
どの o までも［a］と発音されてしまう。もちろんこれら語の o は［ʌ］と発音しなければならないので
あるが、これを防ぐことがKにはできない。
また、竹林（1988）にはLのような規則（Rule 6）がある。
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L＝(21a）母音→長母音 / ____ + 子音 + e #
この規則を用いればたとえば make, tale, fateなどの aが正しく長母音［ei］と発音できるようになるが、
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音節の可能な切れ目を示す（ピリオドは可能な音節の切れ目を表す）。
M indeed ⒜ i.ndeed ⒝ in.deed ⒞ ind.eed
artist ⒜ a.rtist ⒝ ar.tist ⒞ art.ist

















る。たとえば、『ジーニアス英和辞典』では easy, dancer, collegeに対して eas.y, danc. er, col. legeのよう
な音節表記をしている（ピリオッドは音節の切れ目を指す）。辞書には辞書の書記法があり、一概にこの
ような表記を間違いとは言えないが、発音上はもちろん ea. sy, dan.cer, co. llegが正しい。
英語の一つの特徴として、一定の条件さえ整えば（たとえば同じ頭子音、同じ母音であることなど）、

























S competitive assure indifference individual accommodation electricity


















T 動詞 -ate#:［eit］ demonstrate dedicate regulate
名詞・形容詞 -ate#: ［ət］ appropriate separate Senate
ここでは語末の ateを［ət］と発音することがあるということはもちろん、品詞によって同じ単語・接辞























W ａ．time and money bread and butter Tom and Jerry
s w s w s w s w s w s w
ｂ．money and time butter and bread Jerry and Tom
s w w s s w w s s w w s
V ａ．It was［a dull and lengthy］speech.
w s w s w s
ｂ．It was［a lengthy and dull］speech.





swswであったものが swwsへと入れ替わったのである。Tom and Jerryを Jerry and Tomと言わないの








X ａ．a quite job → quite a job
w s s s w s
ｂ．a half hour → half an hour
w s s s w s
ｃ．He make her go. → She［was made go］. → She ［was made to go］.
w s s w s w s













Y Japanese women → Japanese women
s w S S w S w s S w
thirteen books → thirteen books
s S S S s S





















Z ａ．What a nice and happy time we had!
s w s w s w s w s
|--| |--| |--| | - - | |--|
ｂ．What a beautiful good time we had!
s w s ww s s w s
|--| | - - | |--| | - -| |--|
Zに表示されている |--|は、それらがすべてほぼ同じ時間の長さで発音されることを示している。s は強
くゆっくり、wは弱く早く発音することはもちろんであるが、（34b）のように出だしの２音節から成る

















[ 強形 弱形 強形 弱形
代名詞 me ［mi:］ ［mi］ you ［ju:］ ［ju］
he ［hi:］ ［hi］ she ［ʃi:］ ［ʃi］
us ［ʌs］ ［əs］ them ［ðem］［ðəm］
助動詞 was ［wæz］［wəz］ had ［hæd］［həd］
do ［du:］ ［du］［də］ can ［kæn］［kən］
would ［wud］［wəd］ should ［ʃud］ ［ʃəd］
前置詞 of ［ʌv］ ［əv］ to ［tu:］ ［tə］
冠詞 the ［ðʌ］ ［ðə］ that ［ðæt］ ［ðət］








\ Most of the time he was trying to probe he hadnʼt gone out of the room.













付く。その結果、Look at him.は Loo kat him. のように発音されることになる。（37b, c）についても













具体例を見てみよう。^の John teaches physics には右側の疑問文に応じて３通りの焦点が考えられる。
^では焦点部分を大文字で表記している。
^ John teaches physics.
ａ．JOHN teaches physics. cf. Who teaches physics?
ｂ．John TEACHES physics. cf. Does John teach physics or study it?







_ [S John is ［VP reading ［NP a book ［PP about poems］］］］
ａ．What kind of book is John reading?
ｂ．What is John doing?
ｃ．What is that voice?
（39a）の疑問文に対しては PPの［about poems］が焦点となるが、文強勢はその中の最も右側の構成素
poemsだけに与えられる。また、（39b）の疑問が発せられた場合、焦点となるのは VPの［reading ［a
book ［about poems］］］であるが、文強勢はここでも最も右側の poems にのみ与えられる。さらに、












下降調 断定 She↘ could do. 「できますよ。」
上昇調 疑問 She↗ could do? 「できますか。」
下降上昇調 躊躇 She↘↗ could do? 「できることはできるんですが。」
Itʼs very ↘↗ fast. 「速いことは速いんですが。」











































１．語頭の kn-の k, gn-の g, wr-の w。
２．語末の-mbの b, -mn の n, -gn の g, -btの b, -ghtの gh。
しかし、よく見るとそれぞれの規則もまたいくつかの規則から成っている（例えば、語頭の kn→ k, gn→ g, wr→ wのよ
うに３つの規則から成っている）ことがわかる。
12．青木が提示した規則がどのようなものであるかは青木（2008）を参照。
13．ただし、sの後の破裂音は帯気しない。したがって、skin, step, speakの［k, t, p］は帯気音ではない。
14．強勢（stress）と日本人英語については次節で詳しく見るが、ここでは音節と強勢の関係について簡単に述べる。英語
には弱音節（CV）と強音節（CVV, CVC）の２種類の音節があると言われ、名詞ならば語尾から２番目の音節が強音節の
場合その音節に強勢が置かれ（agenda, consensus, synopsis など）、その音節が弱音節ならば強勢は１つ前にずれて語尾か

















John reading a book of poems?” “No, he is reading an article ABOUT poems.” という会話において、最初の話者が「詩が書
いてある本（＝詩集）」と言ったのに対して、２番目の話者がそれを否定し「詩について論じた本」と答えているような場
合である。ここで焦点となる構成素は［about poems］であるが、文強勢は aboutに置かれるのである。
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